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⼤阪コミュニティ財団「⼭⼝淑⼦友愛基⾦」助成事業
日本社会福祉弘済会助成事業

2017年 10 月 29 日

主催︓なんとカンファレンス実⾏委員会 お問い合わせは nantoconference@gmail.com まで

奈良県北葛城郡広陵町⾺⾒中4-2-2
（近鉄⼤阪線五位堂駅より

徒歩15分またはバスで5分「真美ケ丘センター』下⾞）

1,000円（⼩学⽣以下無料）

9:30〜17:00（受付8:30開始）

【申し込み方法】9月23日（土）より申込受付開始します。申込サイト（http://www.kokuchpro.com/event/nantoka2017autumn）
または往復はがきにて参加登録の上、参加費・懇親会会費をお振込みください（裏⾯参照）

会場︓畿央⼤学

参加費

時間

◆プログラム

09:30〜10:00 オープニング
10:00〜12:00 専門家による『専門店』（セミナー）

■専門家のみなさん（敬称略・順不同・内容は裏⾯参照）
・⻄端律⼦（畿央⼤学教育学部 教授）
・田端俊也（株式会社OTON GLASS COO）
・織田晃嘉（⼤阪府⽴藤井寺⽀援学校 首席）
・田中紀⾏（畿央⼤学⼤学院）
・中鶴珠代（社会福祉法人ぷろぼの）
・伊藤史人（島根⼤学・出雲の国スイッチ工房）
・⾼橋浩（奈良県⽴奈良養護学校 教諭）
・⾼松崇（NPO法人⽀援機器普及促進協会 理事⻑）

※専門家は追加・変更になる場合があります。

12:00〜13:30 休憩・参加者交流の時間
13:30〜16:00 みんなが店主の『屋台』（ワークショップ）
16:00〜16:30 休憩・アンケート
16:30〜17:00 クロージング
◆19:00より懇親会（希望者のみ・会費5,000円）
会場︓『花惣』⼋⽊店（奈良県橿原市新賀町199-1）
※畿央大学より送迎バスで懇親会会場にお送りします。

◆なんとカで「何かやってみたい︕」人⼤募集︕
今回のなんとカンファレンスでは、午後の『屋台』店主を大募集し
ます。「障害支援」に関することを発表したい人・紹介したいもの
がある人、お待ちしています︕
※参加申し込み時に発表内容を登録、事前に確認させていただきます。

なんとカンファレンス2017

合言葉は『みんなで楽しく試行錯誤！』

障害のある人の学校⽣活や日常⽣活を楽しく豊かにするためのアイデアを
参加者みんなで共有し、奈良県における障害⽀援を盛り上げたい︕の思いで

2012年より開催している『なんとカンファレンス』の第7回です
2017年度第2弾は様々なアイデアや思いを持つ参加者の

「何かやってみたい︕」という気持ちを
後押しするカンファレンスです

豪華?こだわり?
の景品が当たる

抽選会も!



専門店・専門家のご紹介（順不同・敬称略）※当⽇追加・変更になる場合があります

販売・展⽰のご案内（順不同・敬称略）※当⽇追加・変更になる場合があります
・⽣活⽀援グッズのお店ぽっしぇ（⼭本明美）・株式会社のぎす（栗本薫）・えほんのひろば（加藤啓⼦）
・NPO法人NaD（濱田滋⼦）・HMDT株式会社（木下誠）

【ICTオタクの店主が原点回帰・２】
⾼松崇（NPO法人⽀援機器普及促進協会 理事⻑）

【特別⽀援学校での装置や機器を
活用した実践について】

織田晃嘉（⼤阪府⽴藤井寺⽀援学校 首席）
特別支援学校の子どもたちは障がいに起因する様々な困難さを持っています。そ
の困難さを少しでも補い、より学習の効果を上げるために、これまでもいろいろ
な装置や機器が活用されて成果を上げてきました。ハイテクなものやローテクな
もの、高価なものや安価なもの…市販されているものや自作したもの…多くの装
置や機器が存在します。私が勤務する学校や所属する研究会での実践から、
Spiderを中心とした運動や姿勢に関する取り組みと電子工作やICT機器を中心と
した認知や学習についての取り組みをお話しさせていただきます。

参加申し込み方法 ※今年度より変更しております※
【参加登録】と【参加費振込】の両方を完了した時点で参加申し込み完了となります。

登録と振込完了が確認できた時点で参加証・領収書をお送りします。
※確認にはお申込み・お振込みから1週間程度のお時間をいただきます。ご了承ください。

※参加証には整理番号をふっております。受付および抽選会で使用しますので当⽇必ずお持ちください。

【参加登録】①または②の方法で登録をお願いします。
①インターネットでのお申込み 参加申し込み専用サイト（こくちーずPRO）にて必要事項を登録してください。

http://www.kokuchpro.com/event/nantoka2017autumn
②往復はがきでのお申込み

下記を参照の上、往復はがきに全ての項目を記⼊し、なんとカンファレンス実⾏委員会あてにお申込みください。
＜往信の表⾯＞ 〒631-0046 奈良市⻄千代ヶ丘3-11-5 なんとカンファレンス実⾏委員会事務局⾏
《返信の裏⾯》 こちらの面は何も書き込まないでください。
《返信の表⾯》 あなたの住所・氏名を記⼊してください。
＜往信の裏⾯＞ ① 氏名（ふりがな） ②参加人数 ③連絡先の郵便番号・住所 ④連絡先の電話番号

⑤緊急時の電話番号（携帯電話等）⑥あなたの⽴場（保護者・当事者・教職員・施設職員・
支援団体職員・研究者・学生・その他からひとつ選んでください） ⑦午後の部『屋台』店主希望の有無
⑧メッセージ（⑦で店主を希望される方はその内容を必ずご記⼊ください）

【参加費振込】下記口座に参加人数分の参加費振込をお願いします。（参加費1,000円・⼩学⽣以下は無料）
（懇親会参加希望の方は懇親会費用も合わせてお振込みください。（会費5,000円・⼩学⽣以下2,500円））
※振込⼿数料はご負担ください ※キャンセル・返⾦は料理⼿配の都合上10月24日（火）まで承ります。

郵便振替⼝座︓14070-41822761 郵便振込⼝座︓ゆうちょ銀⾏ 四〇八（ヨンゼロハチ）店 普通4182276
⼝座名義︓なんとカンファレンス実⾏委員会

ご参加にあたってのお知らせ・注意事項
・会場には公共交通機関でお越しください。周辺に駐⾞場はございません。 ・会場および会場周辺は禁煙です。

・『なんとカンファレンス2017秋』に関する最新情報はなんとカンファレンスFacebookページにて随時発信します。
https://www.facebook.com/nanto.conference

お問い合わせは nantoconference@gmail.com (実⾏委員会メール）まで

【GLICODE®でおいしく楽しくプログラミング】
⻄端律⼦（畿央⼤学教育学部 教授）
次期の学習指導要領から、⼩学校でのプログラミング教育が始まります。今回は、
江崎グリコ株式会社さんが開発した、おいしいおかしを食べながら楽しく遊び、
学ぶことができる「GLICODE®（グリコード）」の体験ワークショップを⾏い
ます。ポッキーはこちらで用意しますが、事前に「グリコード」をダウンロード
したデバイスをお持ちください。どのように授業で使えるのかを、プログラミン
グしながら、食べながら、みんなでワイワイ考えたいと思います。

【⼤学⽣活・卒業・就職活動・
合理的配慮を受けての就労への道は今】

伊東眞⾏（関⻄⼤学キャリアセンター キャリアデザインアドバイザー）
中鶴珠代（社会福祉法人ぷろぼの 就労移⾏⽀援・障がい者ジョブコーチ）
⼤学卒業後、一般企業で働く当事者の方
大学生活では、履修登録、単位取得、課題提出、ゼミ、研究、最後に卒論があり
ます。就職活動は3年生から大学生活と同時並⾏になります。どれもが自分が決
めて、自分が取り組んでいかなくてはいけません。サポートする⽴場からどんな
支援があるか、当事者の方からはどんな支援があったらよいのかをお話しします。
また、就労においての合理的配慮などを具体的にお話しします。

【OTON GLASSを通して考える
未来のメガネのあり方】

田端俊也（株式会社OTON GLASS COO）
読字障害者や視覚障害者の読む能⼒を拡張するメガネ、「OTON GLASS」の製
品やデザインプロセスの紹介・デモを⾏います。またOTON GLASSをモチーフ
に未来のメガネのあり方について考え、 新しいアイデアを生み出すワーク
ショップも実施します。

【⾃⽴活動のICT機器やAACツールを使った
特別⽀援教育のアプローチ方法について】

田中紀⾏（畿央⼤学⼤学院）
自⽴活動の６区分のうち「⾝体の動き」「コミュニケーション」を中心に特別支
援教育のヒントをお伝えします。⽇々、自⽴活動で「おや︖」と困っていません
か︖今回前半と後半と分かれて話をしたいと思います。前半の「⾝体の動き」で
は、⾝体の取り組み（臨床動作法）などでの⾝体の変化を、ICT機器で評価する
とどうなるか︕︖といった新しいアプローチ方法の⾒解をお届けします。後半の
「コミュニケーション」では、重度重複障がい児を対象とした（自作の）AACを
使った教材、教具のアプローチについてお届けします。初めての公の場での発表
になります。皆さん、よろしくお願いいたします。

【感覚と運動の⾼次化について】
⾼橋浩（奈良県⽴奈良養護学校 教諭）

【バイブ・視線⼊⼒・スイッチ
・因果関係・成功体験・ゲーミフィケーション】

伊藤史人（島根⼤学・出雲の国スイッチ工房）
重度障害者（児）の支援機器使用において、期待させた上で安易に失敗させては
なりません。少なくとも自⾝の⾝体機能が原因で失敗したと感じさせてはなりま
せん。なぜなら、「できない」という経験は誰よりも多く、新しい支援機器でそ
れを感じさせてしまうと、それを使う気⼒を削いでしまいかねないからです。特
に、視線⼊⼒は、支援者に⼗分な経験がないと簡単に失敗させてしまうのです。
期待が大きい分その絶望感は大きいものです。本屋台では、成功体験を意図的に
に獲得させる工夫と、振動フィードバックにより因果関係の理解を加速させる展
⽰を⾏います。


